
東北大学法科大学院 教員紹介（兼任教員） 

 

竹下 啓介 （たけした けいすけ） 

現 職 

一橋大学大学院法学研究科准教授 

学歴・学位 

平成１１年３月 東京大学法学部卒業 

 

主な経歴 

平成１１年 ４月  東京大学大学院法学政治学研究科助手 

平成１４年１０月  法務省民事局調査員 

平成１７年 ４月  首都大学東京大学院社会科学研究科准教授 

平成２１年 ４月  東北大学大学院法学研究科准教授 

平成２７年 ４月  一橋大学大学院法学研究科准教授（現在に至る） 

担当科目 

実務国際私法Ⅰ 

実務国際私法Ⅱ 

最近５年間の主要業績： 

 竹下啓介「国際私法における価値中立性」国際私法年報 18 号（2016）107-134 頁。 
 Keisuke Takeshita, and National Civil Procedure: An Analysis of State Practice 

in Japan, Journal of East Asia and International Law, Vol. 9, No. 2 (2016), pp. 
361-378. 

 Keisuke Takeshita, Critical Analysis of Party Autonomy: From a Theoretical 
Perspective, Japanese Yearbook of International Law, Vol. 58 (2015), pp. 196-
222. 

 Keisuke Takeshita, Sadajiro Atobe and Kotaro Tanaka: The Universal Private 
International Law School of Thought in Japan, Japanese Yearbook of 
International Law, Vol. 56 (2013), pp. 217-242. 

 

 

 


